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問 ※
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み
集
積
所
な

ど
へ
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
６
日
㈰
、
７
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

▼
手
数
料
＝
２
０
０
０
円

　

 

占う
ら
べ部　

☎
58
‐
７
１
６
８

事
店
を
取
り
消
し
ま
し
た
。

   
今
後
、
㈱
池
田
設
備
は
市
内
で
排

水
設
備
工
事
が
で
き
な
い
事
業
者
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
工
事
の
営
業
な

ど
で
訪
問
し
た
場
合
は
工
事
契
約
を

行
わ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
工
事
の
契
約
を
さ

れ
て
い
る
方
は
、
下
水
道
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
業
者
名
＝
株
式
会
社 

池
田
設
備

（
伊
奈
東
88
‐
17
）

問  

下
水
道
課
（
小
絹
水
処
理
セ
ン

タ
ー
）
☎
52
‐
３
９
３
９

危
険
物  
事
故
は
瞬
間

無
事
故
は
習
慣

  
危
険
物
安
全
週
間

６
月
６
日
～
12
日

　

６
月
の
第
２
週
は
「
危
険
物
安
全

週
間
」
で
す
。
危
険
物
を
安
全
に
取

り
扱
う
た
め
、
管
内
の
事
業
所
は
基

よ
り
、
各
家
庭
に
お
い
て
使
用
す
る

灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
危
険
物
の
取

り
扱
い
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

常
総
広
域
消
防
本
部
予
防
課
☎

23
‐
０
９
０
４

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
を
「
電
波
環
境
保
護
周
知
啓

発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を
正

し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周

知
・
啓
発
活
動
や
不
法
無
線
局
の
取

締
り
の
強
化
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
や
安
全
に
必
要
な

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携
帯
電
話
、

  

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

　

リ
ウ
マ
チ
に
お
悩
み
の
方
や
ご
家

族
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
６
日
㈰　

午
後
１
時

　

～
４
時
30
分

▼
場
所
＝
小
美
玉
市
四
季
文
化
館 

　

み
の
～
れ(

小
美
玉
市
部
室
１
０
６

　

９)

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
内
容
＝
●
医
療
講
演
『
リ
ウ
マ
チ

　

治
療
の
最
前
線
』（
講
師
：
尾
登
誠

　

氏
・
筑
波
学
園
病
院
リ
ウ
マ
チ
科
）

　

●
医
療
講
演
『
リ
ウ
マ
チ
の
ホ
ー

　

ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
選
手
権
～
お
家

　

で
楽
し
く
楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン
』（
講
師
：
服
部
考
彰
氏
・

　

筑
波
学
園
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　

ョ
ン
科
）
●
療
養
相
談
●
足
と
靴

　

の
相
談

　

 
大お
お
い
が
わ

井
川   

☎
０
２
９
‐
２
７
３
‐

４
８
９
５

  

㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

　

 

茨
城
支
部 

44
周
年
大
会

問

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
住

む
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ
け
で
は

な
く
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
大

雨
の
時
の
注
意
・
早
め
の
避
難
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
こ
ん
な
と
き
は
注
意
・
避
難
を
し

ま
し
ょ
う
！

◇
土ど
せ
き
り
ゅ
う

石
流

・「
山
鳴
り
」
と
い
っ
て
、
山
全
体

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
す
る

時
／
・
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、

木
が
流
れ
て
き
た
時
／
・
雨
が
降
り

続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
が
減
っ

て
い
る
時

◇
地じ

す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
時
／

・
表
面
の
一
部
面
が
へ
こ
ん
だ
り
、

盛
り
上
が
っ
た
時
／
・
池
や
沼
の
水

６
月
は
土
砂
災
害

　
　

防
止
月
間
で
す
！

の
量
が
、
急
に
変
わ
っ
た
時
／
・
井

戸
の
水
が
濁
っ
た
時

◇
が
け
崩
れ

・
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落

ち
て
き
た
時
／
・
が
け
に
割
れ
目
が

で
き
た
時
／
・
が
け
に
水
が
湧
き
出

て
き
た
時

問 

茨
城
県
土
木
部
河
川
課
ダ
ム

砂
防
室
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐

４
４
９
５

第
４
回
伊
奈
亭
落
語
会

　

三
遊
亭
円
楽
一
門
の
真
打
ち
を
招

い
て
、
第
４
回
伊
奈
亭
落
語
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
落
語
会
な
ら
で
は
の
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
、
下
町
風
情
を
味
わ
う

落
語
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
出
演

 　

落
語
家　

三さ
ん
ゆ
う
て
い
え
ん
ざ
え
も
ん

遊
亭
円
佐
衛
門

▼
日
時
＝
６
月
13
日
㈰
午
後
２
時
～

▼
会
場
＝
河
辺
宅
（
神
生
１
１
１
）

▼
料
金
＝
２
０
０
０
円
（
小
中
高
生

　

１
０
０
０
円
）

▼
申
込
人
員
＝
広
報
紙
を
ご
覧
に
な

　

っ
た
方
先
着
10
人

　
　
　

河か
わ
べ辺

☎
58
︲
７
６
０
８

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。 

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
里
親
の
会

問
申 警

察
・
消
防
・
救
急
用
電
波
利
用
を

保
護
し
、
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
電
波
は
ル
ー
ル

を
守
り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問  

関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

☎
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

☎
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
４

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

区　分 草 丈 葉の特徴 毛 果実
植えてはいけ
ない＂けし＂

・高い
（1ｍ以上になる
　ものが多い）

・縁が不規則な
　ギザギザ
・茎上部の葉は
　茎を抱き込む

・毛が少ない ・花が終わると
　円または球形
　の大きな果実
（径3 ～ 6ｃｍ）

植えてもよい
＂けし＂

・低い
（1ｍ以下になる
　ものが多い）

・深い切れ込み
　がある。
・葉は一般に小
　さめ

・全体が粗い
（細かい）毛で
　覆われている

・花が終わると
　小さな果実（径
　1 ～ 2ｃｍ）

　

け
し
の
仲
間
に
は
、
法
律
で
栽
培

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。『
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
』
を

見
か
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
＝
茨
城
県
つ
く
ば
保
健
所

☎
０
２
９
‐
８
５
１
‐
９
２
８
７

【簡単なけしの見分け方】

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
き
）




